
通
勤
で
毎
日
揺
ら
れ
た
あ
の
電
車
。

忘
れ
ら
れ
な
い
旅
の
思
い
出
を
彩
っ
た
あ
の
列
車
。

人
生
の
節
々
に
は
鉄
道
の
記
憶
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
、懐
か
し
い
車
両
に
も
ま
た
引
退
の
時
は
来
る
。

こ
の
国
の
発
展
と
と
も
に
駆
け
抜
け
、つ
い
に〝
定
年
〟の
時
を
迎
え
る
車
両
た
ち
。

今
な
ら
ま
だ
見
ら
れ
る
、乗
れ
る
、撮
れ
る
─
─〝
彼
ら
〟に
会
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

「
定
年
退
職
列
車
」

に
会
い
に
行
く

思
い
出
の
つ
ま
っ
た
名
車
両
が
次
々
と
引
退

上越新幹線 E4系（2階建て・MAXとき、MAXたにがわ用）

箱根登山鉄道モハ1形107

ことでん「レトロ電車」

JR東海キハ40系（ミャンマー・ヤンゴン）

京急800形 写真提供／京浜急行電鉄

観
光
列
車

通
勤
通
学
電
車

新
幹
線

※7月19日廃車
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旅の思い出を彩った観光列車たち明治生まれ! 蒸気機関車、路面電車、
超ご長寿観光列車の世界

①東京都交通局　
②上野懸垂線
③東園駅⇔西園駅（上野動物園内）
④初代は1957年
　現在の車両は2001年から運行する4代目
⑤2019年10月31日
⑥日本初の常設モノレール。当時、モノレー

ルは世界的に見ても珍しく、成功例はドイ
ツに見られるのみだった。レールから車両
がぶら下がる形の「懸垂（けんすい）式」
のモノレールを採用。現在よく見られる、
車両がレールを跨ぐ形の「跨座（こざ）式」
は、まだ開発途上だった。現在、他にも懸
垂式のモノレールはあるが、車両が片側
の腕だけで吊られている形は上野動物園
モノレールのみ。単なる動物園の遊具で
はなく、東京都交通局が運営する次世代
の輸送機関の実験線として登場したが、
モノレールが主流になることはなかった。
東園と西園を1分半で結び、全長わずか
0.3キロ。ジャイアントパンダ来園の翌年の
73年度には年間約150万人が乗車、過去
最高の利用者数を記録した。

①ＪＲ東日本、伊豆急、伊豆箱根鉄道
②JR東海道本線、JR伊東線、
　伊豆急伊豆急行線（伊東〜伊豆急下田）、
　伊豆箱根鉄道駿豆線（三島〜修善寺）
③首都圏⇔伊豆急下田・修善寺
④1981年　⑤2021年春
⑥特急「踊り子」などとして運用中。オランダの車両にヒント

を得た3本の斜めストライプが画期的デザインだった。伊豆
旅行で使う車両として親しまれつつ、座って乗れる通勤ライ
ナーとしても使われるなど、多方面で活躍した。

①高松琴平電鉄　
②琴平線
③高松築港⇔琴電琴平
④1925年ほか
⑤2021年
　ゴールデンウィークのイベント後に引退
⑥現在は、1925年製の23号、1928年製の500号、1926年製

の120号と300号が在籍し、昭和生まれの500号を除いて
すべて大正生まれ。2014年には近代化産業遺産に登録さ
れた。20形23号は四国最古の現役電車。

①JR東日本　
②羽越本線　
③新潟⇔秋田
④1968年
　「きらきらうえつ」としての運行開始は2001年
⑤2019年9月29日
⑥国鉄の顔として全国で広く使われた485系を2001年に改造

した車両。観光列車の最初期から運用されてきた老舗の人
気観光列車。引退後は同じ区間を後継の新型車両の「海
里」が走ることになる。

上野動物園モノレール40形

185系ことでん「レトロ電車」 485系「きらきらうえつ」編成

①鉄道会社名　②路線名　③区間　④登場年　⑤引退予定日　⑥特徴

２
０
２
１
年
に
引
退
す
る
こ
と
で
ん
の

レ
ト
ロ
車
両
は
１
９
２
５
年
製
で
、
四
国

最
古
の
現
役
電
車
だ
。
し
か
し
、
引
退
せ

ず
こ
れ
か
ら
も
活
躍
を
続
け
る
「
長
寿
観

光
列
車
」
は
、
ま
だ
ま
だ
健
在
。
本
線
用

蒸
気
機
関
車
と
し
て
最
長
寿
の
車
両
は
、

Ｊ
Ｒ
九
州
が
１
９
８
８
年
に
復
活
さ
せ
た

５
８
６
５
４
だ
。
客
車
は
１
９
７
０
年
代

に
製
造
さ
れ
た
車
両
を
レ
ト
ロ
風
に
改
造

し
た
も
の
だ
が
、
牽
引
機
関
車
の
「
ハ
チ

ロ
ク
」
は
大
正
レ
ト
ロ
の
古
い
１
９
２
２

年
製
。
１
０
０
歳
を
目
前
に
し
た
今
も

「
S
L
人
吉
」
と
し
て
「
熊
本
・
人
吉
間

を
元
気
に
走
っ
て
い
る
。

１
９
７
６
年
か
ら
運
行
す
る
大
井
川
鐵

道
の
「
か
わ
ね
路
号
」
は
、
１
９
３
０
〜

35
年
に
開
発
さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
が
戦
前

か
ら
戦
後
に
か
け
て
製
造
さ
れ
た
客
車
を

引
く
。
蒸
気
機
関
車
全
盛
時
代
に
使
用
さ

れ
た
客
車
が
ほ
と
ん
ど
改
造
さ
れ
る
こ
と

な
く
使
わ
れ
て
お
り
、
往
年
の
汽
車
の
雰

囲
気
を
存
分
に
味
わ
え
る
。
昭
和
を
舞
台

に
し
た
映
像
作
品
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
車
両
だ
。

路
面
電
車
に
も
「
長
寿
観
光
列
車
」
が

あ
る
。
１
９
４
２
年
か
ら
運
行
す
る
広
島

電
鉄
６
５
０
形
電
車
は
、
原
爆
投
下
を
経

て
も
走
り
続
け
る
被
爆
車
両
と
し
て
知
ら

れ
る
。
広
く
平
和
学
習
に
利
用
さ
れ
、
修

学
旅
行
生
が
乗
る
こ
と
も
多
い
。
毎
年
８

月
６
日
に
は
原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
８
時

15
分
に
原
爆
ド
ー
ム
前
電
停
に
到
着
す
る

運
行
ダ
イ
ヤ
が
組
ま
れ
て
い
る
。

函
館
の
路
面
電
車「
箱
館
ハ
イ
カ
ラ
號
」

は
な
ん
と
明
治
時
代
の
１
９
１
０
年
か
ら

あ
る
車
両
だ
。
旅
客
車
と
し
て
走
っ
た
後
、

１
９
３
７
年
に
は
除
雪
車
に
改
造
さ
れ
、

１
９
９
２
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
そ
し
て

翌
１
９
９
３
年
に
再
び
旅
客
車
に
改
造
さ

れ
、
今
も
函
館
の
街
を
走
っ
て
い
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
中
、電
車

も
ま
た
１
０
０
年
現
役
で
駆
け
抜
け
て
い
る
。

①箱根登山鉄道
②鉄道線
③箱根湯本⇔強羅
　（回送は入生田まで）
④1919年
⑤順次引退予定
⑥開業時は木製だった車体は1950年代に半鋼製へと姿を変

え、1世紀に及んで走り続けた車両。モーターから車輪に動
力を伝える方式のひとつ「ツリカケ駆動方式」を採用し、独
特の駆動音が特徴。

モハ１形103・107編成

SLかわね路号

箱根ハイカラ號

SL人吉

15 14
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地方でどっこい生き延びている都会の通勤列車たち

都
心
部
の
通
勤
列
車
と
し
て
活
躍
し
た

電
車
の
中
に
は
、地
方
で
「
第
２
の
人
生
」

を
送
っ
て
い
る
車
両
も
あ
る
。
都
市
部
を

あ
く
せ
く
走
る
通
勤
列
車
生
活
か
ら
、
大

自
然
の
中
を
駆
け
る
観
光
列
車
へ
と
転
身

を
遂
げ
た
車
両
を
見
て
み
よ
う
。

１
９
７
１
年
登
場
、
車
内
に
テ
レ
ビ
を

設
置
し
て
い
る
「
テ
レ
ビ
カ
ー
」
と
し
て

知
ら
れ
、
京
阪
エ
リ
ア
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

を
さ
ば
い
た
初
代
京
阪
３
０
０
０
系
は
現

在
富
山
で
走
っ
て
い
る
。
１
９
９
０
年
か

ら
複
数
回
に
わ
た
り
富
山
地
方
鉄
道
に
譲

渡
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
１
編
成
は
、
立
山

連
峰
の
雄
大
な
景
色
を
車
窓
か
ら
眺
め
ら

れ
る「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」

と
し
て
活
躍
中
だ
。
１
９
６
９
年
に
登
場

し
て
以
来
長
年
に
わ
た
っ
て
西
武
の
顔
と

し
て
活
躍
し
た
特
急
電
車
、
西
武
５
０
０

０
系
初
代
「
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
号
」
も
同
じ

く
富
山
地
方
鉄
道
に
譲
渡
さ
れ
、「
ア
ル

プ
ス
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
と
し
て
同
じ
区
間

を
走
っ
て
い
る
。

１
９
６
３
年
に
京
王
電
鉄
が
都
心
の
通

勤
型
電
車
と
し
て
開
発
し
た
初
代
京
王
５

０
０
０
系
は
、
１
９
９
３
年
か
ら
富
士
急

行
に
移
籍
、
そ
の
う
ち
の
１
編
成
は
改
造

さ
れ
、
２
０
０
９
年
か
ら
「
富
士
登
山
電

車
」
と
し
て
走
る
。「
富
士
山
に
一
番
近

い
鉄
道
」
で
人
気
の
観
光
列
車
だ
。

か
つ
て
の
都
市
圏
通
勤
車
両
が
今
も
地

元
の
足
と
し
て
多
く
走
っ
て
い
る
の
は
熊

本
電
鉄
だ
。

２
０
１
５
年
か
ら
運
行
す
る
熊
本
電
鉄

01
形
は
、
１
９
８
４
年
に
登
場
し
銀
座
線

を
走
っ
た
東
京
メ
ト
ロ
01
系
を
譲
り
受
け

て
改
造
し
た
車
両
。
銀
座
線
で
の
運
行
当

時
の
雰
囲
気
を
残
す
計
ら
い
が
な
さ
れ
て

い
る
。
１
９
９
５
年
か
ら
運
行
す
る
熊
本

電
気
鉄
道
６
０
０
０
形
も
、
１
９
６
８
年

か
ら
都
営
三
田
線
で
活
躍
し
た
６
０
０
０

形
を
受
け
継
い
だ
も
の
。

定
年
退
職
後
に
地
方
移
住
で
も
う
ひ
と

花
咲
か
せ
る
の
は
人
間
だ
け
で
は
な
い
よ

う
だ
。

みんなの人生を運んだ通勤通学電車たち
①東京メトロ、東武鉄道　
②日比谷線、東武伊勢崎線、東武日光線
③中目黒～北千住～東武動物公園～南栗橋　
④1988年　⑤2020年度
⑥ホームドア設置のため、20メートル4扉車に揃える必要があ

るので東京メトロ13000系、東武70000系に置き換え中。現
在残っているのは18㍍3扉車。かつては5扉車もあったが既
に引退。置き換えの完了する2020年度からホームドア設置
工事に入る。この2つの車両は会社が違うものの、東京メト
ロと東武線で直通運転を行なうため同仕様になっている。

①東京メトロ　②丸ノ内線
③池袋⇔荻窪、中野坂上⇔方南町
④1988年　⑤2022年度末（6両編成車両のみ）
⑥当初なかった白いサインウェーブが、後に、

一部の車両の赤帯に加えられた。

東京メトロ02系

東京メトロ03系（左）＆東武20000系（右）

①JR北海道　
②函館線・千歳線・室蘭線
③札幌⇔室蘭　
④1990年
⑤2015年に「保有する785系37両全てを5年以内にすべて

更新する」と発表。
⑥交流電車では初めてVVVFインバータ制御方式を採用し、

北海道初の130㌔運転を実現。

①静岡鉄道　
②静岡清水線
③新静岡⇔新清水
④1973年　
⑤2022年までにA3000形に置き換え
⑥東急が静岡鉄道のために開発した2両編成の車両。静岡の

人口密集地の通勤通学電車として活躍した。新型車両への
置き換えを8年計画で進行中。1000形の廃車日は未定。

785系静岡鉄道1000形

富山地鉄「アルプスエキスプレス」

富士急行「富士登山鉄道」

17 16
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①ＪＲ東海　②東海道新幹線など　
③東京⇔新大阪など　④1999年　⑤2020年3月
⑥先頭形状はエアロストリーム形のフォルム。この形状

はトンネル突入時などに発生する微気圧波を大きく
低減し、騒音の抑制にも貢献。独特の形状から「カモ
ノハシ」の愛称で親しまれた。喫煙コーナーでなく自分
の席でタバコを吸うことが出来る最後の新幹線として
愛煙家からの人気が高い。定期列車は「こだま」の一
部列車のみ、臨時列車では「のぞみ」としても走る。

東海道新幹線700系

技術立国ニッポンの夢を乗せて走った新幹線

①ＪＲ東日本　②上越新幹線　③東京⇔新潟　④1997年　⑤2020年度末までに
⑥２階建てが特徴。通勤需要にも応えるため、輸送力を上げられる2階建てを採用。

この引退で2階建て新幹線は姿を消す。2階の席は窓が高く、通常の新幹線と違
い防音壁よりも目線が高くなるため車窓の景色を楽しむことが出来る。2階建てで
あるため車高が高く安定性が低いために速度は遅め。2011年５月からMax限定
で掲示されている広告 「東京新潟物語」が名物。シリーズ化されたこの広告は春
夏秋冬でフレーズを変えながら８年間にわたりMaxの車内に張り出されてきた。ス
ポンサーは長岡市の老舗の酒蔵「吉乃川」。

①ＪＲ東日本　②東北・上越新幹線
③東京⇔盛岡・新潟　④1997年
⑤引退時期未発表　2017年に北陸新幹線

から引退　2022年度に上越新幹線から
引退予定　東北新幹線も近く引退

⑥JR東日本が標準形新幹線として開発し、
当初は「やまびこ」「あさま」などで使用した。

上越新幹線 E4系（2階建て・MAXとき、MAXたにがわ用）

東北・上越新幹線 E2系

東京─札幌間が３時間台に！？ 進化し続ける新幹線開発史

１
９
６
４
年
、
東
京
五
輪
の
開
催
に
合

わ
せ
て
走
り
始
め
た
の
が「
夢
の
超
特
急
」

と
呼
ば
れ
た
「
０
系
」
新
幹
線
だ
っ
た
。

丸
い
フ
ォ
ル
ム
の
先
頭
部
か
ら「
団
子
鼻
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
。

「
車
内
に
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ハ
ム
エ
ッ

グ
な
ど
軽
食
を
提
供
す
る『
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
』

が
あ
り
ま
し
た
。
１
９
７
５
年
に
博
多
ま

で
開
通
し
た
時
に
は
、
食
堂
車
が
連
結
さ

れ
、
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
一
流
ホ
テ
ル
の
カ

レ
ー
や
ハ
ン
バ
ー
グ
も
提
供
さ
れ
ま
し

た
」（
鉄
道
史
研
究
家
・
白
川
淳
氏
）

再
び
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
来
年
７

月
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
新
型
車
両
「
Ｎ
７
０

０
Ｓ
」
を
導
入
す
る
。

「
現
時
点
の
最
新
車
両
「
Ｎ
７
０
０
Ａ
」

か
ら
大
き
く
進
化
し
た
の
は
、『
バ
ッ
テ

リ
ー
自
走
シ
ス
テ
ム
』
で
す
。
事
故
や
災

害
に
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
内
や
橋
の
上
で
停

電
し
た
際
、
安
全
に
避
難
で
き
る
場
所
ま

で
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
席
に
自

由
に
利
用
で
き
る
電
源
用
コ
ン
セ
ン
ト
を

設
置
し
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
も
改

良
さ
れ
て
い
ま
す
」（
白
川
氏
）

Ｊ
Ｒ
東
海
の
浜
松
工
場
で
は
、
10
月
５
、

６
日
に
Ｎ
７
０
０
Ｓ
の
試
験
車
両
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

「
年
に
１
度
、
一
般
に
工
場
を
開
放
す
る

『
新
幹
線
な
る
ほ
ど
発
見
デ
ー
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
浜
松
工
場
に
は
日
本
で
唯

一
、
新
幹
線
用
の
踏
切
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
故
障
な
ど
で
工
場
の
敷
地
内
に
入
る

車
両
だ
け
が
通
過
し
ま
す
」（
白
川
氏
）

２
０
１
０
年
に
「
の
ぞ
み
」
か
ら
引
退

し
た
５
０
０
系
も
、
新
大
阪
│
博
多
間
の

「
こ
だ
ま
」
と
し
て
ま
だ
ま
だ
現
役
で
活

躍
中
。
５
０
０
系
は
１
９
９
７
年
に
デ

ビ
ュ
ー
。
当
時
の
世
界
最
速
タ
イ
の
時
速

３
０
０
㌔
を
達
成
し
た
。

「
５
０
０
系
は
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
車
両
も
走
っ
て
い
ま
す
。

屋
根
が
低
く
今
乗
る
と
狭
く
感
じ
ま
す
が
、

特
徴
あ
る
流
線
形
は
当
時
の
最
先
端
で
し

た
。
ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
の
高
速
列
車
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
著
名
な
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
手
が
け
て
い
ま
す
」（
白
川
氏
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
５
月
に
次
世
代
型
新
幹

線
の
試
験
車
両
「
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ
–
Ｘ
（
ア
ル

フ
ァ
エ
ッ
ク
ス
）」
を
公
開
。
東
北
新
幹

線
の
一
部
区
間
で
走
行
試
験
を
行
な
う
。

「
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ
–
Ｘ
で
試
運
転
を
重
ね
、
東

北
新
幹
線
の
最
高
時
速
３
６
０
㌔
を
目
指

し
て
い
る
。
初
代
０
系
の
最
高
速
度
は
２

１
０
㌔
で
し
た
か
ら
驚
く
べ
き
進
歩
で
す
。

北
海
道
新
幹
線
が
札
幌
ま
で
開
通
す
る
２

０
３
１
年
に
は
東
京
│
札
幌
間
が
４
時
間

を
切
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
白
川
氏
）
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日
本
で
の
役
割
を
終
え
た
後
も
、
海
外

で
走
り
続
け
る
日
本
の
列
車
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
数
千
両
も
の
車
両
が
、
海
を

渡
っ
て
い
る
。
海
外
で
鉄
道
写
真
を
撮
り

続
け
る
カ
メ
ラ
マ
ン
に
し
て
鉄
道
史
研
究

家
の
白
川
淳
氏
が
語
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
ア
ジ

ア
諸
国
を
中
心
に
中
古
車
両
が
譲
渡
さ
れ
、

今
で
は
懐
か
し
い
車
両
が
走
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
数
十
年
走
ら
せ
た
後
は
廃
車

に
す
る
の
が
一
般
的
。
安
全
基
準
が
厳
し

く
、
整
備
や
修
理
費
を
考
え
る
と
買
い
換

え
た
方
が
安
い
か
ら
で
す
。
ホ
ー
ム
の
自

動
ド
ア
設
置
に
対
応
で
き
な
い
な
ど
、
時

代
の
流
れ
で
使
え
な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
」

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発

援
助
）
の
一
環
で
鉄
道
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
政
府
が
車
両

の
輸
送
費
を
援
助
し
て
い
る
こ
と
も
後
押

し
し
、
中
古
車
両
が
数
多
く
譲
渡
さ
れ
て

い
る
。

「
国
鉄
時
代
に
量
産
さ
れ
た
キ
ハ
40
系
車

両
が
、
今
も
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
の
環
状
線
を

中
心
に
各
地
で
走
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

車
両
は
頑
丈
で
、
整
備
す
れ
ば
ま
だ
安
全

世
界
中
の
人
々
が
訪
れ
る
２
０
２
０
東

京
五
輪
。
そ
の
開
催
ま
で
に
安
全
性
を
高

め
る
た
め
、
鉄
道
各
社
が
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
を
推
進
し
て
い
る
。
五
輪
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
東
京
メ
ト
ロ
が
掲

に
使
え
る
。、
途
上
国
で
は
重
宝
さ
れ
て

い
ま
す
」（
白
川
氏
）

日
常
的
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
タ

イ
の
バ
ン
コ
ク
に
は
太
平
洋
戦
争
中
に
持

ち
込
ま
れ
た
蒸
気
機
関
車
が
残
っ
て
い
る
。

「
タ
イ
と
ビ
ル
マ
（
現
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

間
の
戦
時
輸
送
に
使
う
た
め
、
当
時
、
日

本
か
ら
90
両
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
が
戦
争
で
大
破
し
ま
し
た
が
、
残
っ
た

２
両
は
タ
イ
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
て
、

年
に
１
度
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
走
行
し
ま
す
。

機
関
車
が
走
っ
て
い
た
旧
・
泰
緬
鉄
道
は
、

映
画
『
戦
場
に
か
け
る
橋
』（
57
年
）
の

舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。
79
年
に
は
２
両

が
タ
イ
か
ら
帰
国
し
、
１
両
は
大
井
川
鐡

道
で
今
も
走
っ
て
い
ま
す
」

げ
る
経
営
計
画
「
東
京
メ
ト
ロ
プ
ラ
ン
２

０
２
１
」
で
は
、「
東
京
２
０
２
０
大
会

の
開
催
と
そ
の
先
を
見
据
え
」、
ホ
ー
ム

ド
ア
の
整
備
を
進
め
る
方
針
が
宣
言
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
各
社
が
五
輪

に
向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

を
進
め
て
い
る
状
態
だ
。

し
か
し
こ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
が
、

一
部
の
電
車
の
「
早
期
退
職
」
に
繋
が
っ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ド
ア
を
作
る
場
合
、
全

て
の
車
両
の
ド
ア
の
間
隔
を
統
一
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
扉
の
規
格
が
通
常
と
異

な
る
車
両
は
扉
を
改
造
す
る
な
ど
さ
れ
て

い
る
が
、
中
に
は
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
車
両
も
あ
る
の
だ
。

40
年
前
に
登
場
し
、
丸
み
を
帯
び
た
先

頭
部
の
形
状
か
ら
「
だ
る
ま
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
京
急
電
鉄
の
４
扉
車
、
８
０

０
形
。
京
急
で
最
後
に
残
っ
た
４
扉
車

だ
っ
た
が
、
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
た
め
に

今
年
６
月
で
引
退
し
た
。

日
比
谷
線
と
東
武
線
は
相
互
に
乗
り
入

れ
て
い
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に
際

し
て
は
20
㍍
４
扉
車
に
全
車
両
を
統
一
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
18
㍍
３
扉

車
で
あ
る
東
京
メ
ト
ロ
03
系
と
東
武
２
０

０
０
０
系
は
近
い
う
ち
に
相
互
直
通
運
転

か
ら
引
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

電
車
の
退
職
は
、「
古
く
な
っ
た
か
ら
」

と
い
う
理
由
だ
け
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ

る
。

東
京
五
輪
、

ホ
ー
ム
ド
ア
導
入
を
機
に

退
職
す
る
車
両

新
天
地
で

第
２
の
人
生
を
送
る

〝
定
年
退
職
〟車
両
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